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21世紀のよき経営者を目指して！

C O N T E N T S

●広島北法人会会長あいさつ　●広島北税務署長あいさつ　●第11回通常総会　
●お知らせ　●支部活動　●青年部会活動　●女性部会活動　●ひととき　　
●会員企業ピックアップ　●広島北税務署からのお知らせ　
●西部県税事務所からのお知らせ　●広島市役所からのお知らせ　
●新入会員　●行事予定

■表紙写真について

　高松山（広島市安佐北区可部
町）で行われる『高松山大文字
まつり』が４年ぶりに、2023年
５月に開催。
300年続く火除けの伝統行事
は、可部の夏の風物詩となって
います。

大文字まつり第11回通常総会特
集



　今年度、公益社団法人広島北法人会の第11
回通常総会が開催され、第一部記念講演を開
催し演題「崖っぷち旅館を再興させた名物女
将の経営術とは」講師として小幡美香氏（さ
ぎの湯温泉旅館「竹葉」３代目女将）の講演
をして頂きました。プロフィールとして国内
最大の機関投資家である金融機関に在籍、結
婚を機に退職。ミシュラン山陰唯一の三ツ星
観光地横にある温泉旅館に嫁ぐ。SNS広告
（SNSマーケティング）を駆使し、地域密着
型経営を軸に低迷中であった旅館を再建。職
業人「女将」は地域のプロデューサーである
と考え地域活性化、地域地方創生に力を注ぐ。
山陰を代表する名物女将、インフルエンサー。
（SNS著名人認定のブルーバッジ有）しまね
観光PR大使。JR西日本山陰いいもの探県隊。
島根県の伝統芸能、日本遺産「安来節」ど
じょうすくい踊りを通じ、笑いと元気をすく
い上げながら、全国講演活動中。世界共通で
ある笑顔のホスピタリティを伝え、同時に日
本のハジマリ多き美肌県しまねの食と環境の
美しさ、心豊かな生き方を提唱中。温泉めぐ
り、お城めぐり歴史好き。ご当地タレント。
直近の夢は2025大阪・関西万博で世界中の
人々と安来節どじょうすくい踊りを一緒に楽
しみ、笑い合いたい。また、第三部の懇親会
においてはどじょうすくいを披露して頂き会
員一同楽しく過ごさせて頂きました。
　第二部の通常総会では、第一号議案令和４
年度決算報告承認の件、第二号議案任期満了
に伴う理事・監事選任承認の件が承認され、
報告事項令和４年度事業報告、令和５年度事
業計画、令和５年度収支予算書を報告されま
した。また、当日は多くの来賓の方に出席し
て頂き、まずは石橋林太郎衆議院議員秘書植
村恭明様、広島北税務署署長小浜稔様、同じ
く筆頭副署長上丸久登様、同じく法人課税第

一部門統括国税調査官木吉俊之様、中国税理
士会広島北支部支部長花本浩樹様、広島北納
税貯蓄組合連合会理事金子明広様、広島北税
務署管内青色申告会連合会会長古本裕司様、
広島北間税会会長真木徳美様、また福利厚生
制度推進協力保険三社の方々にも出席して頂
き、心から感謝しております。
　さて、５月に広島G7サミットが開催され、
広島県民の方々の協力により盛大に開催をさ
れ、無事に終了しました。
　今年度、税をめぐる諸環境の整備改善等を
図るための事業の開催、税に関する説明会、
研修会、セミナー、講演会等を会員を始め広
く一般の企業及び市民を対象に、税をテーマ
として税知識の習得、普及、啓発納税意識の
高揚を目的に開催する。
　租税教育事業、時代を担う児童生徒に対し、
税の使途や役割に関心を持ち税の大切さを理
解してもらうため、次の事業を実施する。租
税教室、税に関する絵はがきコンクール、税
の広報事業、税制改正への提言を行う。
　地域の経済、社会環境の整備改善を図るた
め、また会員のための親睦、交流、福利厚生
に関する事業を開催します。
　最後になりますが、公益社団法人広島北法
人会がより一層、繁栄・飛躍の年になります
よう祈念します。また会員の皆様のご健勝と
ご多幸を祈念いたしまして、私のあいさつと
させて頂きます。

公益社団法人　広島北法人会会長

法人会とは税のオピニオンリーダーとして
企業の発展を支援し、地域の振興に寄与し
国と社会の繁栄に貢献する経営者の団体で
ある
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　本年７月の定期人事異動で、広島国税局
総括税務相談官（電話相談センター室長）
から広島北税務署長に転任いたしました重
廣高典と申します。よろしくお願いいたし
ます。
　公益社団法人広島北法人会の皆様方にお
かれましては、創意工夫を凝らされた租税
教室の開催をはじめ、女性部会による「税
に関する絵はがきコンクール」の開催、租
税教育図書の寄贈など、平素から租税教育
の推進を含む税務行政の適正かつ円滑な運
営につきまして、深いご理解と格別のご尽
力をいただいておりますこと、この場をお
借りしまして心から厚くお礼申し上げます。
　私は、昭和57年に広島国税局に採用され、
これまで41年間公務員生活を送ってまいり
ましたが、このうち半分以上にあたる22年
間については主に資産税（相続税、贈与税、
譲渡所得に係る所得税等）に関わる仕事を
してまいりました。税務署長経験につきま
しては、令和元年７月から１年間を瀬戸税
務署（岡山県備前市、赤磐市等を所轄）、
令和３年７月から１年間を呉税務署で署長
を務めさせていただきましたが、規模が大
きく、かつ旧可部税務署以来の歴史ある広
島北税務署第78代署長として働けることを
大変光栄に思っております。
　さて、皆様ご承知のとおり、税務行政を
取り巻く環境はグローバル化・デジタル化
をはじめとする構造変換に直面しており、
そうした中で将来の経済社会の在り方を見
据えつつ、納税者の皆様がより申告納税を

行いやすい納税環境の整備に取り組んでい
く必要があると考えております。
　特に、デジタル化につきましては、デジ
タル技術の活用を進めて、納税者の皆様が
行う税務手続を簡便化するとともに、課税
や徴収に関する事務を効率化・高度化して
いくことが重要な課題であると考えており
ますところ、私ども国税組織が納税者の皆
様に様々な情報をお届けするためには、税
のオピニオンリーダーとしてご活躍されて
いる公益社団法人広島北法人会の皆々様の
ご理解とご協力が何よりも大切であると考
えております。
　これまでご協力いただいておりますこと
に深く感謝申し上げるとともに、引き続き、
税務行政に対しましてご理解・ご協力を賜
りますようお願い申し上げます。
　結びに当たり、公益社団法人広島北法人
会並びに会員の皆様方の益々のご健勝・事
業のご繁栄を祈念いたしまして、簡単では
ございますが、新任のご挨拶とさせていた
だきます。

広島北税務署長
着任あいさつ

■好きな言葉／「一期一会」

■広島県三次市出身、広島市安佐南区在住
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　令和５年６月５日㈪、ホテルメルパルク広島において、第11回通常総会を開催しました。
　総会はまず第１号議案の令和４年度決算報告承認の件について審議され可決されました。
　次に第２号議案の任期満了に伴う理事・監事選任承認の件について審議され、こちらも原案通り承
認されました。これにより13名の理事・監事が退任となり、新しく14名の理事・監事が加わりました。
　その後、臨時理事会を開催し、新理事の中から会長・副会長・常任理事が選出され、石田会長の再
任が決まりました。
　続いて、「表彰状の伝達及び表彰状、感謝状贈呈」を行い、この日の総会を終えました。

島根県安来市のさぎの湯温泉旅館「竹葉（ち
くよう）」３代目女将
有限会社　竹葉　代表取締役副社長／どじょ
うすくい女将
クシマクロビオティックス・コンシェルジュ
／しまね観光PR大使
の　小幡　美香　様を講師にお迎えし、「崖っ
ぷち旅館を再興させた名物女将の経営術とは」
という演題で記念講演会を開催いたしました。
演台に立たれただけで周りがパッと明るくな
るようなオーラがあり、会場のみなさんを惹
きつけられ、結婚を機に竹葉の女将となり経
営難の温泉旅館を見事再興されたお話に聞き

入りました。
人・ご縁・地域を大
切に、情報の発信、
そして待たないで掴
みに行く勇気・覚悟。
私たちの経営に大変
役立つお話でした。

公益社団法人
広島北法人会

● 議　　事
第１号議案　令和４年度決算報告承認の件
第２号議案　任期満了に伴う理事・監事選任承認の件

● 報告事項
（1）令和４年度事業報告
（2）令和５年度事業計画
（3）令和５年度収支予算書

第三部の懇親会にも参加
いただき、もう一つの顔
であります、どじょうす
くい女将による「安来節どじょうすくい踊り」
の講習もしていただき、会場の皆様を笑いに
包み、大変楽しませていただきました。

国内最大機関投資家である金融機関に在籍、結婚を機に退職。
ミシュラン山陰唯一の三ツ星観光地横にある温泉旅館に嫁ぐ。
SNS広報（SNSマーケティング）を駆使し、地域密着型経営を
軸に低迷中であった旅館を再建。職業人『女将』は地域のプロ
デューサーであると考え地域活性化、地域地方創生に力を注ぐ。
山陰を代表する名物女将、インフルエンサー。（SNS著名人認
定のブルーバッジ有）しまね観光PR大使。JR西日本山陰いい
もの探県隊。
島根県の伝統芸能、日本遺産『安来節』どじょうすくい踊りを
通じ、笑いと元気をすくい上げながら、全国講演活動中。
世界共通である笑顔のホスピタリティを伝え、同時に日本のハ
ジマリ多き美肌県しまねの食と環境の美しさ、心豊かな生き方
を提唱中。
温泉めぐり、お城めぐり歴史好き。ご当地タレント。直近の夢は
2025大阪・関西万博で世界中の人々と安来節どじょうすくい踊
りを一緒に楽しみ、笑い合いたい。

小幡 美香（おばた みか）氏 プロフィール
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氏　　　名

石田　猛士

三上　和明

進藤　俊也

■祇園支部

財務サービス㈲
松中　義正

■祇園支部

ますだ自動車販売㈱
増田　節雄

氏　　名

竹村　雅之

前原　　誠

木村　　修

増本　浩司

吉村　浩信

矢舗　遊也

藤本　和三

宇谷　　茂

森田　隆司

竹下　和志

前　　克寿

法　人　名

安佐運送㈱

㈱アドバン

進藤建設㈱

法　人　名

竹村石油㈱

桑本建材㈱

㈱オフィス・アリア

㈱ＭＡＳＭＯ

㈱典礼社

㈱アローテック

㈱新生サービスセンター

㈲ウタニ

㈲栗栖建設

㈱竹下建設

㈱チヨダインテリア

支　部　名

安古市支部

佐東支部

祇園支部

支　部　名

北広島町支部

北広島町支部

可部支部

可部支部

安古市支部

高陽支部

佐東支部

安佐支部

北広島町支部

安芸太田支部

北広島町支部

氏　　名

高野　京次

石田　猛士

伊藤賢太郎

宮本　文江

美濃　健二

法　人　名

㈱京栄建設

安佐運送㈱

イトー石油㈱

大同生命保険㈱

㈱広島保険サービス

支　部　名

安古市支部

安古市支部

安古市支部

安古市支部

氏　　名

増田　節雄

松山　孝明

法　人　名

ますだ自動車販売㈱

松山建設㈱

支　部　名

祇園支部

安佐支部

表　彰　者　関　係 （敬称略・順不同）
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正味財産増減計算書 令和４年４月１日から令和５年３月31日まで

令和５年度収支予算書 令和５年４月１日から平成６年３月31日まで
科　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴経常収益
　　　基本財産運用益 100 100 0
　　　特定資産運用益 0 0 0
　　　受取会費 12,700,000 13,200,000 △ 500,000
　　　事業収益　 1,460,000 1,560,000 △ 100,000
　　　受取補助金等 13,293,400 13,410,800 △ 117,400
　　　受取負担金 1,279,000 519,000 760,000
　　　雑収益 110,100 110,100 0
　　　経常収益計 28,842,600 28,800,000 42,600
　　⑵経常費用
　　　事業費 21,878,800 25,173,600 △ 3,294,800
　　　管理費 6,963,800 5,488,400 1,475,400
　　　経常費用計 28,842,600 30,662,000 △ 1,819,400
　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 0 △ 1,862,000 1,862,000
　　　　評価損益等計 0 0 0
　　　　当期経常増減額 0 △ 1,862,000 1,862,000
　２．　経常外増減の部
　　⑴経常外収益 0 0 0
　　⑵経常外費用 0 0 0
　　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　　当期一般正味財産増減額 0 △ 1,862,000 1,862,000
　　　　一般正味財産期首残高 17,692,002 21,889,551 △ 4,197,549
　　　　一般正味財産期末残高 17,692,002 20,027,551 △ 2,335,549
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　受取補助金等 12,697,500 12,819,900 △ 122,400
　一般正味財産への振替額 △12,697,500 △12,819,900  122,400
　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　指定正味財産期首残高 0 0 0
　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 17,692,002 20,027,551 △ 2,335,549

科        目 当年度 前年度 増  減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴経常収益
　　　基本財産運用益 100 100 0
　　　特定資産運用益 18 2 16
　　　受取会費 13,135,770 13,314,710 △ 178,940
　　　事業収益 1,513,000 1,048,500 464,500
　　　受取補助金等 14,057,800 13,124,400 933,400
　　　受取負担金 1,544,136 465,000 1,079,136
　　　雑収益 385,151 5,543 379,608
　　　経常収益計 30,635,975 27,958,255 2,677,720
　　⑵経常費用
　　　事業費 25,890,694 22,073,257 3,817,437
　　　管理費 8,921,830 5,631,277 3,290,553
　　　経常費用計 34,812,524 27,704,534 7,107,990
　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 △ 4,176,549 253,721 △ 4,430,270
　　　　評価損益等計 0 0 0
　　　　当期経常増減額 △ 4,176,549 253,721 △ 4,430,270
　２．経常外増減の部
　　⑴経常外収益 0 0 0
　　⑵経常外費用 0 0 0
　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　税引前当期一般正味財産増減額 △ 4,176,549 253,721 △ 4,430,270
　　　法人税、住民税及び事業税 21,000 21,000 0
　　　当期一般正味財産増減額 △ 4,197,549 232,721 △ 4,430,270
　　　一般正味財産期首残高 21,889,551 21,656,830 232,721
　　　一般正味財産期末残高 17,692,002 21,889,551 △ 4,197,549
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　受取補助金等 12,819,900 12,195,500 624,400
　一般正味財産への振替額 △ 12,819,900 △ 12,195,500 △ 624,400
　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 17,692,002 21,889,551 △ 4,197,549
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お知
らせ

「税を考える週間」に
関するイベント

令和5年１１月１１日（土）～１７日（金）
イベント会場
イオンモール広島祇園

　女性部会が中心となり、広島北税務署管内の
58校の小学6年生を対象に、「税に関する絵は
がき」を募集し、「税」に対する理解を深める
一助になればと活動しております。
　入賞作品148点を展示しますので、出来るだ
け多くの方にご覧いただければと思います。

　青年部会による租税教育活動の一環として、
小学生以下のお子様を対象に「こども税金クイ
ズ」を実施しております。
　税金に関する簡単なクイズに答えてもらい、
参加者には景品をプレゼントしています。
　ご家族で会場に足を運んでいただき、お子様
にご参加いただければと思います。

　広島県立祇園北高等学校の書道部員が、巨大
な紙の上を音楽に合わせてダンスをしながら書
道をし、「税」をテーマにした書道作品を仕上
げます。「税」を身近なものとして考えてもら
い、納税者に納税意識を高めていただくための
広報活動の一環として実施しています。　
　迫力あるパフォーマンスを是非沢山の方にご
覧いただきたいと思いますので、ご来場をお待
ちしております。　

※写真は昨年のものです。

※写真は昨年のものです。

※写真は昨年のものです。
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